
電気がなくて
暗くて進めない

1回休み

そういう時もあるさ！
サイコロをふり、出た数の

マスへ移動

他の国から来た人に
親切にしてあげた

1マス進む

まず身近な人たちの
不平等をなくすために

活動した
2マス進む

水をゲット！
ラッキー！

サイコロを1回ふる

エコカーが支給された
サイコロをふって出た

数を進む

雷雨が続き
移動できない
スタートにもどる

きらいな給食がでて、
残してしまった
1回休み（反省）

ポイ捨てをした
2マスもどる

海のゴミをひろった
2マス進む

難民たちへの
エールをさけべ

水が十分に飲めない
人々に水を与える
目標17へ進む

筋力をつける
うで立てふせを10回
出た数を進む

初めて
おいしい水を飲み、
きれいな服を買った

2マス進む

CO2を排出しない
工場が作られ、

空調問題が解決される
うれしい気持ちを
表現しよう

難民の人に怖がら
れてしまった

落ち込んでしまった
2マスもどる

男女も文化も人種
も関係なく、みんなで
おどった～!!
1マス進む

全ての人が
健康になった
全員1マス進む

台風で木が倒れて
しまった
対策を考える

皆で手をつないで
1周する

働く場所が
無くなった
1回休む

グループで
平和の歌を歌う

学校に通えたよ！
2マス進む

【テーマ：難民】 （制作例）

作成者：茅野市立永明中学校　依田優里教諭
両角太教諭

目標17ごとに出来事の内容を考えるので、SDGsを意識し、理解し、考えることのできるワークです。自分たちで作るので、小学生から大人まで楽しめます。

3～4人のグループで1枚のすごろくを作ります。

クラスや講座、グループでのテーマを決めます。
（例：難民）

それぞれのマスにテーマに関連させた
17の目標ごとに出来事を書き込みます。
（例：目標1キャンプに支援物資が届いた）

それぞれの出来事の下に進み方や
（例：2マス進む・1回休む）
その場でやる行動
（例：目標9の項目をいいなさい）を書き込みます。

SDGsロゴのマスには、項目と関係ない
出来事でもOKです。

分岐地点では、選択や判断を迫られる出来事を
考えてみましょう。

つくり方
①

②

③

④

⑤

⑥

出来上がったら、
実際にゲームをやってみましょう！
他のグループと交換してやってみると

SDGsの見方がさらに
ひろがりますね。




